
口 覧 11月クリユンデ‐のお知らせ
C育 3 8 8ED

11月のクリーンデーは3日 (笙上日曜ユ) 午前9:00から

行います。皆さまのご協力をお願いいたします。(菫型整金菫 10日となりま二量)

*第 3公園のみ 8時 30分からとなります。

クリーンデ■集合場所と

令和6年 10月 1日

白治銘先人 東林問自治会
会  長 田村 久司
環境部長 斉藤 真也

東1区、東7区、東81ス 東9区、東10区、東11区、東 2‐1区

東 12‐2区、東13区、東14区 東15区、東16区、東17区

東18区 東19区 東
"-1区 "-2区

の方

G旦当役員:柚・柳沢・澤諒・印予・板斜

東2区 東3区 東4区 東5区、東6区の方
鯉 当 役 員 :鈴 木

・
浅 田 )

西1区、西2区、西31ス 西4‐1、 西4‐2区、西11区、西12区

西15区、西31区、南21ス 南 3‐ 1、 32、 3‐3区の方

鯉当役員 :7酵キ0宇都木・岩村

南1区 南7区、南8区 南91ス 南Ю区 南11区、南12区
南13区 南14R南 15区 南16区 南17図の方

に!当役員 :冨家0本全・日暮・野内・=財
|う

西 5‐ 1、 5-2区、西 6‐ 1、 6‐2区、西 7区、西 9区、西 10区
南 4区、南 5区、南 6区の方
(担当役員:斎藤・雨宮・林・田け 幌)・ 松村

西 18区、西 19区、西 20区、西 21区、西 28区、ゴ 29区
西 30区の方  (担当薙蒙松井・山村

西 13‐ 1、  13‐ 2区、 西 14 1Xi、 西
・
161区i、 
‐
西 17‐ 1、  17‐ 2、  17‐3区

北 1区、北 2区、北 3区、北 4区、北 5区、北 6区、北 7区
東 21区の方   (担当役員 :宮崎・ド酷:50吉原・ノ」ヾ奏・上利用

西 22区、西 23区、西 24区、西 25‐ 1、 25‐2区、西 26区
西 27区の方  (担 当役員 :杉山・福田・萩原・泌夏・大内・昔船

*_餞鶏清地筆印:也と醐

C珊 8‐4)

*かしわ公園

(1重1澗14‐ 16)

*第44凝詞

0こ本イ繹易4¨41)

*三角公園

傷護材間 5‐7)

*第 3公園
(東林間 3‐ 13)

*林間公園と緑道
(東林間 1-22)

*松蔭公園
(東林間 1‐ 5)

*第 2公園と水道路
(東林間 2‐ 11)

*第 5公園
(東林間 3-17)

西 8区

*12月 のクリーンデーは8日 となります。



輔電

令和6年 10月 1日

会 長 田村 久司

福祉部長 阿部 匡秀

第3回 東林間自治会

おじゃべιIサロン開催のご案内

お茶こお菓子を食べながら

おじゃべιlを楽し群春世んか ?

日 目寺 70日 25日 (金 )

午前 70時～ rr時

東林問自治会館

参加費無料・申込み不要

今後の予定
'I・

I・ 2月 各月第4金曜日

<お問合せ先>  東林問自治会事務局

目1 042-742-3297

二層ヨ

場西

い

い
―
―

Ｔ
ｒ
Ｉ

〓
Ｆ

照

』爾

平日 :9時30分～ 16時30分
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回覧 令和 6年 10月 1日

自冶会員各位

自冶会法人 東林間自冶会
会   長 田 村 久 司

防 災 部 長 福 田 忠 文

秋季防災訓練の参加について

道路に設置されている消火栓 と防災倉庫に保管 してあるスタン ドパイプを使用する放水
_訓 練 と車椅子を活用 した災害時要援護者の搬送訓練を体験 しませんか。_____………………………
公助 (公共機関が助けに来る)ま での 3日 間 (72時間)共助 (自 分達の街は自分達 )
で守ろう。多くの参加者をお待ちしています。

特に会場となる「林間第二公園」が一時避難場所になっている「西 5-1・ 5-2・
6 6 7 8 9 10区 |の 々は全員参加を期待 してお ります。

体験内容

1 消火栓蓋の開閉要領
2 スタン ドパイプの設置要領
3 ホース延長と管鎗 (かんそう)接続要領
4 伝令要領及び放水訓練
5 車椅子での1丹l送訓練 (会場から東林小学校まで )

日  時  令不口6年 10月 26日 (土曜日)

午前 10時～ 12時  雨天中止

運動のできる服装で参加願います。

※参加者の内、大人の方には簡易 トイ レを、 方にはお菓子をお配 りします。

会  場  林間第二公園 (東林間 3丁 目13番地)   *裏 面地図参照

指  導  本目槙原市南消防署東林分署 消防団南方面隊

問い合わせ 東林間自冶会事務所
742-8297 土日祝日を除く9:30か ら16:00ま で

1

自分達の家族と財産を守る講Il練です !!
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令和 6年 10月 1日

白治会会員各位

自治会法人 東林間自治会
会 長   田村 久司
文化体育部長 林  義嗣

歩グ歩ゲノヽイキング .′ .′

～夕蒻 εながらノズ
｀
ミカルだ歩こ夕～

恒例の「歩け歩けハイキング」を下記のとおり実施致します。

「鹿沼公園」は巨人デイラボッチの足跡が沼になったと言われる

白_鳥池と貴重な蒸気機関重 D52が展示されています。

皆様のご参加をお待ちしております。

申 込 み は 先 着 4 0名 様 で す

<同  時 > 10月 31日 (木)午前 8時 30分集合 08時 45分 出発

著
ノL“

<集合場所>
<コ ーース >

東林間自治会館 (雨天中止判断は前 日15時 )

イ子程 約 8 km
(トイレ休憩 2ヵ所 :西善寺、淵野辺公園)

東林間自治会館 → 西善寺 (WC)→ こもれびの森
淵野辺公園 (WC)→ 鹿 沼 公 園→

■お弁当・お茶は「鹿沼公園」にてお渡しします。

口解散後、各自ご自由にご散策下さい。

対 象 者 自治会会員
1人 200円 (当 日集金)
*お弁当とお茶 :現地配布・保険料込

参 カロ 費

歩きやすい靴を履いてきて下さい。

歩行時の飲物等はご自分でご用意下さい。

事前の体調管理 (体温管理など〉をお願いします。

お帰りの交通費は各自で御負担願います。

参考 :最寄り駅 淵野辺駅 (南日)徒歩 4分

注 ) １

２

３

４

に

申込先 : 東林間自治会事務所事務局 .電話 OFAX 742-8297
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令和 6年 10月 1日

自治会法人 東林間自治会

会 長  田 村 久 司

弔慰金についてのお知らせ

東林間自治会では、弔慰金制度を設けております。

その対象者は令和 4年 4月 1日 より

会員とその配偶者のみとさせて頂いております。

令和 4年 4月 1日付の 覧にて一度お知らせいたし

ましたが、改めて皆さまへ 覧させて頂きます。

なお、死去より1年を過ぎた場合は、無効とさせて

頂きます。

(以上は、自治会法人東林間自治会内部規定による)

※会員とは自治会集金簿に記名されている

方を指 します。

集金簿はフルネームで記載頂くようご協力

ロ

ロ

をお願い致 します。

D

「
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令和 6年 10月 1日

自治会法人 東林間自治会

「赤い羽根共同募金」は、

毎年皆さまから頂いた自治会

費からまとめて募金させて頂

いております。

ご協力ありがとうございます。

赤い羽根は一本ずつお取

一

ぼ
　
・　
　

″

障
貝ロ

じ ください

ι

一



共同募金2024

彗がみ露尋饉よ彎

神 奈 川 県 共 同 募 金 会
相  模  原  市  支  会
(社会福祉法人相模原市社会福祉協議会内)

相模原市中央区富士見6-1-20
あじさい会館内

電話 042-730-3888
Fax 042-759-438210月 1日 )3月 31日

10月 1日から共同募金が始まります。
今年も皆さまのご協力をお願いいたします。

共同募金PR大使
野毛山動物園の

ホンドタヌキ「ウタ」

昨年、皆さまからお寄せいただいた寄付金は下記のとおり配分され、

地域の社会福祉施設の整備や私たち相模原市民が取り組む地域福祉活動に活用されています。
温かいご支援ありがとうございました。

41り002り583円
総額は赤い羽根募金と年末たすけあい募金を合計した金額です。

令和5年度にお寄せいただいた共同募金総額

赤い羽根募金のつかいみち

配分総額 28ヮ240,886円
◎社会福祉施設の整備や福祉サービス実施の

ために       (22,540,618円 )

市内の施設や団体ヘ 計 6件
・施設備品の購入など
。在宅福祉サービス実施団体への支援

県共同募金会を通 じて配分

・県内の社会福祉施設 。団体ヘ

・災害準備金として積み立て

・事務費など

◎地区社会福祉協議会の活動や障がい者の

支援のために (市社会福祉協議会事業 )

(5,700,268円 )

。市内22地区社会福祉協議会への活動助成
。ふれあいデイホーム (在宅障がい者昼間一時

ケア事業)

年末たすけあい募金のつかいみち

配分総額 12ヮ76L697円
◎生活困窮者を支援する活動を行う団体への助成
(就労準備支援。社会参加の場づくり。フードバンクなど)

◎生活困窮者への食料品等の給付 など

募金は、皆さまの任意です。
共同募金は、事前に社会福祉施設や市社会福祉協議会などの活

動に必要とする資金計画に基づき行う計画募金です。計画により、

目標額を定めていますが、強制ではありません。募金は、皆さまの任

意によるこ寄付としてこ協力をお願いしています。

赤い羽根共同募金を応援しています

辟珈繹聞く目〉③
三菱重工相模原 SC相模原
ダイナボアーズ

ノジマステラ
神奈川相模原

相模原市社会福祉協議会 (市社協)とは ?
社会福祉法に基づき、全国の市町村に設置

さねている地域福祉の推進を目的にした民間

の福祉団体です。

市社協は、県共同募金会相模原市支会の事

務局として、地区社協、自治会、民生委員 ・児

童委員、ボランティア団体、行政等の協力を得

て募金活動を行つています。

地区社会福祉協議会 (地区社協)とは?
相模原市内22地区に組織され、自治会や民生委員・児童委員、
ボランティア等により構成する小地域の支えあい活動を推進す

る住民団体です。共同募金は、地区社協活動の貴重な財源にも

なつてしヽます。

ありがとうメッセージ
「ホームすずらん」(南区麻溝台)
知的障がいのある方が生活するクループホームの大掛かり

な工事や物品購入の費用を補助していただきました。
システムキッチン、ベランタ、階段などの工事、下駄箱や目隠

しフェンスの設置、軽自動車の

購入などにより、こ利用者様が

ますます快適に生活できるよ

うになりました。

皆様からのこ厚意に感謝申

し上げます。
ノジマ相模原ライズ
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県内統一版 地域の詳細は裏面にあります。

令和6年度共同募金運動の全国共通テーマは
『つながりをたやさない社会づくり』です。
令和 2年から続いたバンデミックは概ね収束を迎え、現在、ポストコロナ社会への転換期に
ありますが、今なおコロナ禍での離職等により経済的に困窮されている方々をはじめ、昨今の

物価高騰により日常生活に困難をきたしている方々、さらに近年多発する大規模災害によって

避難生活を余儀なくされている方々 (注 )など、多くの方々への支援が一層求められています。
ことしで78回 目となる共同募金運動は、引き続き「つながりをたやさない社会づくり」を全
国共通テーマに掲げて、神奈川県内の地域福祉の推進とともに、緊急的な対応が求められて

いる社会的課題への支援事業、国内大規模災害時の被災者支援事業にも積極的に取り組ん
い ti、 h=「十                                       ″｀い い ツ

^ソ
°
    (注 )神奈川県共同募金会では、令和 6年元日に発生した「能登半島地震」において、赤い羽根 ・★

/ノ

募金のなかから2741万 円を石川県に拠出し、被災者支援のための災害ボランティア活
動を資金面で支えています。

共同募金つてなに?

共同募金は、民間が行う寄

付金募集として、毎年、厚生労

働大臣の告示により実施する
｀
たすけあい、の運動です。

昭和 22年、戦後復興の一助と
なることを目的として始まつた共

同募金は、現在では皆さまがお住

まいの地域の中でさまざまな福祉活

動に役立てられています。

皆さまの善意を適正に取り扱う

ために、寄付金の募集や配分方法

などが『社会福祉法」で定められて

います。

共同募金って

何に使われるの?

募金の7割は、あなたの町の高齢者や

障がい者の家事援助や配食 。会食サー

ビス、子育て支援などの草の根的ボラン

ティア活動などに役立てられています。

募金の3割は、児童養護施設の遊具や
障がい者施設の福祉車両の整備などへの

支援をはじめ、ポストコロナ社会での生

活困窮者支援活動や国内大規模災害

時の災害ボランティア活動に役立てら

れています。

髪

リマスz′
′「レ`イ
タ

募金なのに、
どうして目標額が
あるの?

地域福祉を進めるために、

活動資金をあらかじめ把握

して、計画的に募金を行う

ことが「社会福祉法」で

定められています。

募金は任意ですが、

地域福祉を資金面で支

えていくためにご協力

をお願いします。

市区町村社会福祉
協議会ヘ

3億412万円

€)Nojlma Stella Kanagawa Sagamihara

雲奮多多「[;!
聯副匿レ
しV

年末たすけあい

援護活動
3億7,715万円

国内災害時の
準備金として
3,600万円

ポストコロナ社
会における緊急
支援事業および
災害対応事業
1,000万 円

募金・広報資材
作成費および
本会事業費
8,384万円

市区町村ごとの
共同募金会事業費
5,869万円

フ
綱

税制の特典があります !
◎個人の場合は…所得税・住民税は2,000円 を超える金額が寄付金控除の対象となります。
※故人の遺産を寄付される場合は、租税特別措置法第 70条により「相続税」が非課税となる優遇措置があります。
◎法人の場合は…「全額損金」扱いとなります。 (詳 しくは、本会までお問い合わせください)

「

●共同募金の使途は、「はねつと」で公開しています。 https1//WWW akaihane or」 p/hanett             l
●社会福祉法人神奈川県共同募金会では、「個人情報の保護に関する法律」(平成15年 5月 30日・法律第57号)に基づき、   日
個人情報を適正に取り扱います。●寄付のご相談・ご照会は、社会福祉法人神奈川県共同募金会までご連絡ください。
〒221-0825横 浜市神奈川区反町3丁目17番 2神奈川県社会福祉センター6階 電話 045-312-6339

在宅福祉サー
ビス団体ヘ

3,500万円

子ども食堂
等ヘ

2,000万円

各種社会福祉団体ヘ
7,170万円

児童・高齢者・障がい児者
等の民間社会福祉施設ヘ
2億350万円

令和6年度の目標額は

12億円」

じぶんの町を良くするしくみ。

※共同募金運動は厚生労働大臣が定める同期間で実施しますが、県内一部の地域では、従前と同様に
10月 1日から12月 31日 までの3カ月間で実施いたします。

共同募金ぱ共同募金β

赤い羽根共同募金にご協力をお願いします :
〔募集期間〕10月 1日～3月 31日 (※ )

令和 6年 10月

赤い羽根共同募金
イラスト/丼上リエ

′

兆

雖

ず

12億円

令和6年度
寄付金配分計画額
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発行日令和 6年 10月 1日
発 行 東林地区自治会連合会
(毎月1日発行、1月は15日 発行)
内容の問い合わせは、各記事に記載の
問い合わせ先ヘ

嘱ヒ ]「押 ¬¬員ぼl、

覧試ζ鯰|1澪動醐
ν イ

ー

日 日  

―

躙鶉り]躙
令和 6年 11月 24日 午前 8時 30分に、市内で最大震度 5強が観測され
甚大な被害が生 じた事を想定 して、防災訓練を実施 します。

是非、ご参加 ください。

ヒ 重 壺霊」
令和 6年 11月 24日 (日 )午 前8時 30分～正午まで

※雨天決行 (但 し、荒天中止)

1分間行動訓練
10分間行動訓練

「
¬
V

隣近所の安否確認

くこレ

ー時避難場所へ避難

「

¬
｀じン

避難所への避難訓練

「

¬
｀じン

避難所での各種訓練

「

¬
｀し/

解  散

大地震発生後 10分間に行動することを、各家庭で確認します

避難をする前に、隣近所に声かけして安否確認をします

各自治会で指定した一時避難場所に避難し、

各自主防災隊 (自治会♪と避難所開設まで待避します

避難所開設の連絡を受けてから、

各自主防災隊 (自治会)の誘導のもと、

みんなで一時避難場所から避難所 (各小中学校)へ避難します

避難所での受入れをうけ、避難所で実施する各種訓練 (ト イレ組立、
避難所体験など)に参加します

正午頃解散予定

・ まずは自分の身を守ることが最優先

(頑丈な机やテープルの下に隠れるなど、物

が落ちてこない・倒れてこない場所 |こ移動

して、強い揺れが収まるのを待つ。)

地震の揺れがおさまってからの行動

・火の始末をする。

・ ドアや窓を開け逃げ道を確保する。

・火災が発生していたら初期消火を行う。

・家族の安全を確認する。
(電話での通話は控え、災害用伝言サービス等を
利用する)

・ガラスの破片が飛散している場合、足を守る

ためにスリッパや靴を履く。

・家屋倒壊等のおそれがあれば、非常持出品を

持つて一時避難場所 |こ避難する。

がみはら防災ガイ ドブッ

大地震の際に、市民の皆さんが「

するために、発災後すぐに確認する
相模原市から各家庭に配布された
ク」にも掲載されています。

わ
と
さ

あ

こ
匡

'てず、落ち着いて」行
です。

10分間行動 (発災から10分まで)1分間行動 (発災から1分まで)

参加希望は、各自治会でとりまとめていただいております。ご加入の自治会へご確認下さい。

体育館履き、夕ヽ履き用袋、タオル、飲み物、軍手、メモ帳、筆記用具など

主 催 :東 林 地 区 連 合 自主 防 災 隊 (東林地区自治会連合会 )
避 難 所 運 営 lヵ偶議 会 (東林地区 5協議会 )
現 地 対 策 班 (東林まちづくリセンター )

<お問い含わせ先>吏林まらづくリセンター 丁el:744-5187 Fax:744-5194

」

訓練の流れ

「 1分間行動」、
「 10分間行動」ってなに?

持ち物



東林公民館創立50日年記念企画 姿購饉艤轍嗜
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公民館1階ロビーに設置したピアノを弾きに来ませんか?

期 間:11月 9日 (土)～ 23日 (土 ) 欝
響緩

赳

午前10時ん午後5時

対 象 :どなたでも

お好きな曲をお弾き<ださい。

事前申込みなし。当日、直接公民館へお越し<ださい。

蛉昴絃鶉嘔 颯痣趾 雖饂同晰蝙颯

東林スポレタ大会
開催日:令和6年10月 2口日 (日 )

⑪

午前 9時～午後 3時 雨天中止
・ターゲットボッチャ

・ ストラックアウト

・パターゴルフ

・輪投げ

・バン釣り競争

・借り物競争

・スプーンー杯の華せ

。フラミンゴチャレンジ

昼食昼昼皇亜璽割虚笙昼』璽▲L童立⊆_体憩所萱

場所 :東林小学校校庭 参加費 :無料

対象 :館区内在住・在学 (小学校 1年以上)の方

墨謹巨上⊆墜墨二 量童三塾二【宣量二玉璽X三金

申込み :公民館窓□及び電話で受付
9月 10日 (火)～ 10月 10日 (本)まで

礎雪1⊂コ ク
夢ミoo:夕

☆☆☆ 「ごみ・資源集積場所」をきれいに保ちましよう ☆☆☆

日頃からお住まいの地域を美しく保つための活動を行つていただいておりますが、今一度、確認してみましょう :

ごみユ資源の回収後、集積場所のネットなどが散乱していませんか?地域の景観を損なうだけでなく、ネットに
引つかかつて思わぬ事故につながることも。今一度、ご確認を:           相模原市自治会連合会

″

燒
が



東林公民館

爾立51渉量簿
|

腺量プ
'い
か

東林公民館では、創立50周年を記念して、みなさまと公民館との思い出を一冊

のノートに綴り、50年を懐かしく振り返りたいと思います。

そこで、公民館にまつわる思い出をみなさまから広く募集しますので、ふるつて

ご参加ください。

〈例〉・印象に残つている公民館事業  ・公民館での人との出会い
・公民館でのエピソード

※その他公民館にまつわる思い出であれば何でも結構です。

用紙配布場所:公民館窓口

用紙配布期間:10月 1日 (火)～ 12月 27日 (金 )

午前10時～午後5時
対 象:どなたでも

輌

一

露

膠
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■●
●● 体・廿―クルの皆さまヘ
鰤絋顆麒輻悛

公民館を皆で気持ち良<利用できるように、

年に 1回、利用者が集まり大掃除をしています。

利用者同士の交流も大きな目的の一つです。

ぜひ、ご協力ください。

対 象 東林公民館を利用するサークル・各団体 2名以内
持ち物 雑巾
※掃除のできる服装でご参加<ださい。

□
州

dL

黒

11月 30

公民館

l
10:00～ 11:30

館全館

東林公民館 8042-744-0087 9:00～ 17:00 (正午～13:00を除く)
*第 4月 曜日及び年末 0年始は休館となります。

問合せ先
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東林公民館からのお知らせ
*状況により、やむを得ず急に中止となる場合があります。

事業実施中の写真は公民館の館報及びホームページに掲載することがあります。

軟式野球大会
出場チーム募集

日

場

象

在開

会

対

令和6年 11月 9日 (上 )・ 11月 10日 (日 )
深堀中央公園スポーツ広場

東林地区で活動しているチーム

(メンバーの 1/3以上が館区内に在住・在勤のこと)
高校や大学の野球部に属していない場合のみ、学生も参加可

10チーム (定数を超えた場合は抽選となります)
拍選の場合、 10月 25日 (金)以降に連絡いたします。
3,000円 (1チーム) ※代表者会議の時に徴収します。
10月 4日 (金)～24日 (木)公民館窓□及び電話で受付

イ

|
ハ

定 数

参加費

申込み

東林地区軟式野球大会「代表者会議」

日 時 11月 2日 (土)午後6時～
会 場 東林公民館 大会議室

代表者会議に出席しない

チームは出場できません

東林少年野球教室

場

象

員

容

導

費

物

加

ち

会

対

定

内

指

参

持

開催日 令和6年 11月 30日 (土) 午前 9時～正午

深堀中央公園スポーツ広場

東林公民館区内在住の小学4年生～6年生
50名 (定員を超えた場合は抽選となります)
基礎技術の実技指導

明治大学硬式野球部選手

無料

グローブ、飲み物 ※運動しやすい服装と靴で。

申込み 10月 22日 (火)～ 11月 8日 (金 )
公民館窓□及び電話 (042-744-O087)で 受付

/や
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林地区まちづ くりを考える懇談会の傍聴のお知 らせ

目  的 まちづくり会議の委員と市が意見交換や情報共有をしながら、地域の特性

や地域資源を生かしたまちづくりを協働 して考える場を設け、住みよいまち

づくりを推進するために開催 します。

令和 6年 11月 5日 (火 )午後 6時から

東林公民館多目的ホール

東林地区まちづくり会議、相模原市

傍聴者の人数 10名程度

※ 傍聴を希望される方は、当日午後 5時 50分までに東林公民館多目

的ホール前までお越 しください。

※ 希望者が多数の際は、抽選を行う場合があります。

東林まちづくリセンター (電話 :744-5187 FAX:744-5194)問合せ先

日  時

場  所

実施団体

傍 聴 等

事前予約

必須 !

高齢者向け運転認知機能検査などの体験会を実施 !

75歳以上で運転免許更新時に必須となる認知機能検査などを体験できる機会を設けました !

菫壁目壁』金菫釜主 1■星■2週二塑金_型塾壼■ :30笠 1_2■00午 後1:30～ 4:00
会  場 :ト ヨタモビリティ神奈り:: 相模台店 (座問市相模が丘 1丁目12-35)

※駐車場 (駐輸スペース)あ り ※小田急相模原駅北日、徒歩約10分
実施内容 :①運転ヘルスチェック (運転認知機能検査体験)

②安全運転サポート車の乗車体験

③交通安全講話

④特殊詐歎防止に係る講話

参 加 費 :無料

対  象 :過去参加していない、南区内在住か在勤の65歳以上の人、午前・午盤豊 10△_(率込菫■
主  催 :南区安全・安心まちづくり推進協議会

高齢者が運転免許更新時に受ける認知機能検査や高齢者講習の

生主主主菫望量髪堕菫墨LILません。

お問合せ :042-749-2135(事 務局 :南区役所地域振興課)

募集期間:10月 21日 (月 )～ 11月 5日 (火 )

申し辺ゝみ:042-770-7777   ・

(相模原市コールセンター)

/e



東林地区社会福祉協議会からお知らせ

令和 6年度 第37口薫林ふくし審つ‖を開催し春す′

日時 :

会場 :

内容 :

令和 6年 11月 17日 (日) 10100～ 14:00
東林公民館

0健康測定コーナー
0子育て情報の発信
0ワークショップ

0お野菜 350
0福 祉器具展示
0喫 茶コーナー

0福祉情報コーナー
0福祉車両展示
0手作リバン・革製品販売

0)子どもお楽しみコーナー C)Dサ ックス演奏
0スタンプラリ…でプレゼント (先着300名 )
0バザー         0お ゆずり会

※内容は変更になる場合があります。

※―部有料のコーナーもあります。

東林地区社会福祉協議会・電話番号  04 -705-3315
(平日9100～ 17100 ※12100～ 13100は除く)

4R(ごみの発生抑制。排出抑制。再使用。再生利
用)の推進と食品ロス(本来食べ1狛じるのに捨てられて

しまう食品)の削減をお願いします !

【リフューズ】

● 買い物にはマイリグを利用してレジ袋を断る

●使しヽ捨ての割り箸やスプーンはもらわない

【リデユース】       【リユース】
●詰め替え製品を選ぶ ●しぅなくなつた物を譲り合う
●生ご
｀
みは水切りをする ●マイボトルを利用する

【リサイクリ‖

●ごみを正しく分別する

●資源を再生して作られた製品を選んで利用する

【食品ロス削減】

●買い物は必要な分だけ購入する

●食材の特徴や保存方法を理解して食べきれる量を作る

●好き嫌しを少なくして残さずおいしく食べる

 種墨握
NPO法人さがみはら地球温暖化対策協議会 苗慣織
TL042-753-9550  http://w晰 ″.s―OntalkyOu.」 p/
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東京地方税理士会相模原支部
50周年記念事業

相続税セミナー&個別相談会

型壁墨騒饉趣量菫型塑壁壁製塑整錮堅菫

【日時】令和6年 11月 4日 (月・祝)13時 15分開場
●13時 30分～14時 15分

相続税セミナー

成年後見制度についても一部解説します
●14時 20分～

個別相談会 1組 30分以内で行い

具体的な評価、計算、書類の作成は行いません

個人情報は本会場のみで使用 し第二者へ渡すことは一切ありません

燿別相談の順番は予約受付順となりますので、お待ちいただ くことがあります

【会場】ユニコムプラザさがみはらセミナールーム1・ 2
相模原市南区相模大野3■-2 bono相模大野サウストル3F

【定員】先着 100名 事前予約制
【申受ゝ先】
`3042-759-0046税理士会相模原支部へご連絡下さい

セミナー、個別相談会とも事前に予約が必要です

主催 :東京地方税理士会 相模原支部
共催 :東京地方税理士協同組合 相模原支所

瞑
駿嶽

ノlr



お子さんと一緒に楽しいひとときを過ごしましょう

当日参加 OKです

日 時 : 令和6年 10月 13日 (日)10:00～ 11:30(受 付 9:30か ら)
東林公民館 lF和 室
1歳～ 3歳までの親子  (兄弟 0姉妹の参加も可能)
先着 10網
無料

飲み物・ 手拭きタオル・マスク (大人)

10月 1日 (火)～ 10月 10日 (本 )
南子育て支援センター 8042-701-7710

群んなで遊ぼうf
撃`|!レ‐ミ||::|‐轟:燿疹

出展 :いらすとや

みんな元気 !さがみはら

写靱雉  ::i
 ` 鸞  ′   ‐

11‐・
‐,|,||.

聰
:恭‐:1lM

平日午前 8:30～午後 5 i CXD
主催 東林地区健康づ<り普及員協議会

場 所 :

対 象 :

定 員 :

費 用 :

持ち物 :

受付開始 :

申込先 :

攀鰺贔1懲 0● 霧 :定 量‡39理 (饉鸞燒)‡ 寧 込:‡⑬爾簸璽(圭 )よ り幾付爾嬢
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纏糠藤市立籐糠ふれあいセンター 警252‐ 031‡ 糠攘麟市議区窯継爾 1‐ 2念‐17

[T E L1 042‐ 745‐7660 :F AXl1 042‐ 745‐ 7661
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暉藩租6毎理 電月 。12理
愛 購 菫 纂 嬢

。擁 ′禄帯 歓 迎 し議 す 。
・ 轟 イ基鶴 言露人 量 2名

・ ′F・ 壱資| : i3130～ 16100

◆ 講 座 時 間
‐■卜言
= : 9:30～

12:00

◆ 会 場 、ご予 約 、お 問 い合 わ せ
シ ル バ ー 人 材 センター 商 事 務 所

受 付 :月 ～ 金 曜 日 (祝 日を除 く)
午 前 9時～年 後 5時

な
=042-745-2158

申 し込 み 締 切 日

希 望 講 座 月 の 前 月 20日ま

ル

ノラ

歌らで楽しむ

呼吸法や発声法を交えながら、大有な声を出t.Tなんなで音楽を楽tをまたょう。
ピ

ノ

1 ∫・

子どもの頃音楽の教科書 (こでてきた歌を、ふたたび歌ち



鷲.:1‐
1‐鰊 咆麒漑躊鋏鞣『晰靡輪玲付週繹
人生の最期を迎えるにあたって、自分や周りが困らないように身の口りの整
理や財産の相続計画など様々な準備にはどんなことがあるか聞いてみま
せんか ?

日 時:令和6年 11月 10日 (日)午後1時 30分～3時 30分
場 所 :東林間シエアクラブ (相模原市南区上鶴間 6-6-1)
三「おひとりさまの終活で大切なポイント～相続・遺言～」
:行政書士 山□ 淳 氏
:みまもりエンディングサポート事業の説明など
:相模原市内に在住する60歳以上の方 (定員301色程度)

主 催:社会福祉法人 相模原市社会福祉協議会 さがみはら成年後見・あんしんセンター
協 力:東林間シニアクラブ

【問合せ先・申込み先】
市社協 さがみはら成年後見・あんしんセンター ■L042‐ 756… 5034

話

師

会

象

談

講

講

懇

対

第 20号

′ヽ
◇ .ヽノ

あまり知られていないけど、もしもの時に

知ってほしいこと。備えてほしいことをシリーズでご紹介します。

第 20号は、「非常用持ち出し品をチェック !」 をご紹介します。
災害に備えて、避難する際に持ち出すべきものをあらかじめリュック

サックなどに詰めておき、いつでも持ち出せるようにしておきましょう。

非常用持ち出し品は、自分や家族にとって必要な最小限の品を考え、

準備することが大切です。
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轟蒻
(詳細はさがみはら防災ガイドブック 15ペ ージを参照ください。)

東林地区連合自主防災隊
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「さがみはら防災ガイドブック」は、定期的に確認
するなど、日頃から災害に備えておきましょう l!
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児童館だよ‖

600号

児童館に素晴らしい音色響き渡る

●

==日―・.■_
=r」
L

百冗

コ］［【一　”【〔川一‐‐ト

磯
ふ

今から演奏を始めます

,′ヽ

特
別
に
暑

い
日
だ

っ
た
７
月

２８

日
、

東
林
間
児
童
館
に
さ
わ
や
か
な
リ

コ
ー

ダ
ー
の
音
色
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

リ

コ
ー
ダ
ー
は
、
普
段
私
た
ち
が
目

に
し
た
こ
と
の
な
い
大
き
な

コ
ン
ト
ラ
バ

ス
リ

コ
ー
ダ
ー
、
バ
ス
リ

コ
ー
ダ
ー
そ
し

て
、
テ
ナ
ー
、
ア
ル
ト
と
い
っ
た
珍
し
い

ソ

コ
ー
ダ
ー
も
入

っ
て
の
演
奏
で
す
。
演

者
は

１７

名

で
す
べ
て
女
性
で
す
。

さ
あ
―
素
晴
ら
し
い
演
奏
会

の
始
ま
り

で
す
。
皆
さ
ん
お
な
じ
み
の

「大
き
な
古

時
計
」
「幸
せ
な
ら
手
を
た
た
こ
う
」
「ド

ラ
ゴ
ン
ク
エ
ス
ト
よ
り
序
曲
の
マ
ー
チ
」

な
ど
全

１２

曲
。
曲
に
よ

っ
て
は
子
ど
も

た
ち
が
自
分

の
リ

コ
ー
ダ
ー
や
、
即
席

の

カ
ス
タ
ネ

ッ
ト
（
マ
ラ
カ
ス
風
）
を
使

っ
て

の
合
同
演
奏
も
。
し
ば
し
暑
さ
を
忘
れ
て

の
演
奏
会
で
し
た
。
参
加
し
た
保
護
者

の

方
か
ら
は
、
「
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
演
奏

会
、
も

っ
と
多
く
の
子
ど
も
た
ち
や

一
般

の
方
々
に
も
聴

い
て
欲
し
か

っ
た
で
す

ね
」

卓
球
大
会

●

■

絆■
鱗
一

フロアマットにお座り

してじつと見つめる子

〓
　
　
一一　
　
〓

“
夏
の
陣
”
開
催

恒
例
の
卓
球
大
会
（夏
の
部
）
が

６
月

２３

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。
１
位

Ｈ
小
沢
海
斗
君
、
２
位
＝
渡
辺
陸

斗
君
、
３
位
＝
松
本
琴
美
さ
ん
、

同
３
位
＝
江
口
新
太
君

メダルがまぶしい

入賞者の皆さんたち

ド
場
で
‥

'率

ノノ

子どもの人権を大切にしよう|!

た

っ
た
ふ
た
り
の
ス
タ
ッ
フ
で
見
事
に
演
じ
る

の
は

「
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
ザ
レ
イ
ン
ボ
ー
」
に
よ

る
音
読
劇

「泣

い
た
赤
鬼
」
。

マ
イ
ク
な
し
の
地

声
で
、
楽
器
は
エ
レ
ク
ト
ー
ン
と
ピ
ア
ニ
カ
の
み

だ
が
、
そ
の
演
技
力
と
迫
力
あ
る
声
量
に
は
圧
倒

さ
れ
ま
す
。
開
演
は
午
後
２
時
で
す
が
、
早
々
に

来
た
小
さ
な
お
子
さ
ん
や
保
護
者
、　
一
般

の
方
々

を
含
め
て

３０

名
。

子
ど
も
の
お
伴

で
来
た
お
母
さ
ん
は

「本
物
を

見
る
の
は
い
い
も
の
。
ぜ
ひ
ま
た
見
た
い
で
す

ね
」

泣
い
た
赤
お
に

バンリコーダー演奏余

=ヽ

整



関
東
地
方

が
梅
雨
と
な

っ
た
翌
日
の

１９

日
、
恒
例

の
児
童
館
夏
祭
り
が
開
催

さ
れ
、　
‐ｏｏ

人

の
子
ど
も
た

ち
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ョ
ー

ョ
ー
釣
り
や
お
も
ち

ゃ
釣
り
、
輪
投
げ
、
く
じ
引

き
な
ど
６
種
類

の
ゲ

ー
ム

に
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
＝
各
写
真
。

i

|

儘

■
１
●

財

●

′
・
　

一」

スタッフとなつた小

学生がゲームのや り方
や進行管理をするなど、
お兄さん、お姉さんぶり
を発揮。

~|
|

|

|

|

「ミツバチの生態を学ぶ」

同時に「子ども理科工作」

一　
　
　
　
　

一

Ｆ
Ｌ

ミ
ツ
バ
チ
の
生
態
を
学
ぶ
と
題
し

て
８
月
６
日
、
児
童
館
で
お
勉
強
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
先
生
は
専

門
学
校
で
教
鞭
を
執
る
か
た
わ
ら
、
ミ

ツ
バ
チ
の
専
門
家
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
参
加
し
た
の
は
小

・
中
学

生
と
保
護
者
な
ど
を
含
め
た
約

３０

名
。独
特
の
護
叩
リ
ロ
調
で
参
加
者
を
ミ

ツ
バ
チ
の
世
界

へ
と
誘
い
ま
す
。
人
間

の
家
族
に
置
き
換
え
た
ミ
ツ
バ
チ
の

家
族
構
成
か
ら
、
ミ
ツ
バ
チ
の
一
生
と

い
っ
た
、
非
常
に
専
門
的
で
あ
り
な
が

ら
と
て
も
分
・か
り
や
す
い
ミ
ツ
バ
チ

の
生
態
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
予
定
さ
れ
て
い
た
工
作
は

時
間
の
都
合
で
次
回
に
持
ち
越
し
に

な
り
ま
し
た
。

/P

～夏休みお勉強会～
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秋の健康づくり教室 |
～歌っても実つても運動しよう～

:

σ

ril6+ l0H22E(x)

季節の歌、懐かしい歌を歌 って
みんなで楽 しい時間を過ごしきし ょう ′

日時

対象者

申込み
方法

■

E 30
(受付開始  午1前9:30)

場所 東 林 公 民 館  1階  多 目的 ホ ー ル
東林第2地区とその周辺に住まいの65歳以上の方

定員を超えた場合は、東林第2地区 (東林間6～8丁目、相南、松が枝町)
にお住まいの方を優先に抽選となります。

※抽選結果は、郵送またはお電話でお知らせ致します。

お電話またはご来所にて10月 7日 (月 )までにお申込みください。

午前:0

どにより
ます。

00～ l

加藤由美子先生  作曲家・ピアニスト
東京藝七輝識葬露議研′F曲科姿約/テ訃IHKテレビ体操・ラジオ体操ピアニスト
日本クリスチャン音楽大学部尋舞7日本童謡学会名誉理事
相模原市民文イ韻,オEI璧其/いきいき百歳体操=ながらながら体操音楽担当
剛さ力協 第2z蝶翼11時妬分～11時臀分の目いて、笑つで 候練:一薗泉|」
パーソナリティー

疋コミ
40名

～お申込み・お問合わせ～

東林第2地域包括支援センター
π
=042-705-8278

相模原市南区相南1-7-17
(受付時間 平日午前9時～午後5時)

_                                                            ′

この事業は相模原市の委託を受けて実施しています
・′′

一
‘

鶴
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で
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ク

L
堅Lコ しヽうこと

～認めあい、支えあえる地域を目指して～

人にはそれぞれ個性があり、家庭には様々な形がある。ごく普通の
母

域
ノヽ
可

例
み

で
口

の中で地域から孤立する世帯を長期化、深刻化しないために地
何ができるだろう?
は、そのような家庭に数年に渡り関わっている講師を招き、事
もとに経過や状況を含めた話を伺い地域で何ができるか考えて
せんか ?
乞

よ

〓
印
白
日講 相談支援事業所 相談オフィスわ～くすけあ
管理者 池田陽子 (いけだ ようこ)氏

精神科領域で45年勤務。

現在 :座間市の委託事業 「断らない相談」アウトリーチを中心に
地域福祉課と共に8050問題 と引きこもり問題に対応。
特定相談事業所で障害者の計画相談と地域移行、地域密着支援。

相模原市認知症初期集中支援チーム等運営委員会委員
相模原市認知症医療介護連携協議会委員
公益社団法人かながわ福祉サービス振興会精神障害者ホームヘルパー研修企画委員会委員
公益社団法人神奈川県社会福祉士会倫理委員会委員   他

【日時】令和 6年 11月 8日 (金 )
14:oo 1 6 :oo(受イ寸:13:30よ り)～

【会場】東林公民館    【参加費】無料
【定員】 60名 (要予約 ※定員を超えた場合は抽選)
【参加方法】会場へ来場、またはオンラインアプ:J Z00Mによる参加
オンラインによる参加はお顔を出さずにご参加いただけます。
オンライン参加をご希望の方は、申し込み時にお伝えください。後日参加のご案内を送付します。
またZ00M参加を希望される場合の定員はありません。

【申込〆切】10月 25日 (金)まで 【申込み・問合せ】東林第2地域包括支援センター
※申込み方法については裏面をご参照ください。

【主催】東林第2地区地域づくり部会
D′

※天候や感染症の状況により中止となる場合があります。



【申込み方法 口〆切】電話、FAX、 メールなどで
10月 25日 (金)までにご連絡ください。

+IURL : https : / /farms. sle/rpKGCGneatj i ixq38

【申込み ]問合せ先】東林第2地域包括支援センター

【電言舌番号】 042-705-8278  【FAX】  042-705-8279
【メールアト
゛
レス】 torin2korei@yamahisakal.」 p

FAX申込書

住所

氏名

電話番号

メールアト
゛
レス @

生年月 日 大正 昭和 平成 年 月 日

参加方法 会場   オンライン  (いずれかに○印)

※申込みに関しての個人情報は、本講演会に際し必要な事のみ使用し、
個人情報保護法に則り管理したします。

♪ ノ
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住民間で支え合つていくには・・・

マンション自治会のみなさんより、それぞれ工

夫されている取り組みやコロすの流行で変わっ

てしまつたことなど、防災の対策について意見

交換をさせていただきました。自治会の方から

は住民の高齢化による活動の制限や組合員の湖

少・脱退等の課題について伺えました。

次年度以降ご協力い

た だ け る 自治 会 の

方長と―緒につなが

りを感 じられるよう

なイベン トの企画・

開催に向けて検討を

進めています。

若者と一緒に !!

東林間商店街組合の方々、若者の社会参加

を支援する NPO団体『 plece』 の皆さんの
サポートを受け、東林第 1地 1或包括支援セ
ンター前のスペースで高齢者と共に野菜の

販売を通し、地1或の方友とのつながりを持

つことができました。開催してみての課題

もあり、継続的な開催は出来ませんでした

が、形を変えて『商店街祭り』やハロウィ

ンやクリスマス等の季節行事にちなんだ世

代交流、地 1或とのつながりが感じられるイ

ベントを開催しています。ぜひ、お見掛け

の際は参加をお待ちしています。

ι ●

マンシ∃ン居住者への見守りや支え合いについて

② 薬局・医療・介護に関する相談会の企画 0実施

③ 多世代交流、地域とつながれる場の企画 0実施

健康に関する講座の開催につながりました

東林第 1地区内にある薬局や病院などと連携し、

薬剤師による相談会・講演の実施や病院の認知症

に関する資格を持つ琶護師による『もの忘れ ?』

に関する講座や作業療法士による脳の活性化の

『コグニサイズ』を行い、50名を超えるみなさ
んに参加いただけました。

これからもみなさんからのご要望も交えながら企

画を行つていきたいと思いますので『こんなお話

が間きたい』などリクエストお待ちしています。

1苺
泰 幣
警鷲:ゃ

―
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高齢者の総含相談窓□として相模原市から委託 Z

たらお気軽にご相談 <ださい。

【東林第 1地域包括支援センター】
¬EL:042-740-7708   イ主所 :東林間 5‐
担当区i或 :東林間 1～5丁目、上鶴間 1丁目 4〔
【東林第 2地域包括支援センター】
■L:042-705-8278   住所 :相南 1-7
担当区域 :東林間 6～8丁目、相南、松が枝町
【対応時間】両センター共|こ 月～金曜日 8:

0さ

地域包括支援t



『SOS』発信をしやすい地域づくりを目指して
～講座『ひきこもる』ということとは～

ゴミ出しや散歩の付き添いなど、介護保険等の公的

なサービスでは解決しがたい相談が増えていること

から、日常のちよつとしたことのお手伝いに、お力

を貸して<ださる方 (有償ボランティア)を募集す

ることとなりました。R3～5年度は特に東林間 6
～8丁目にお住まいの方に対する生活支援を、既に
他の地i或で活動している団体「相南フレンドリーの

会」や「東林フレンドリーの会」に

アドバイスをいただきながら進めて

まいりました。R6年度以降も、

継続してご協力いただける方を募り

将来的には新たな生活支援団体の

立ち上げを目指しています。

ιl

8050問題など、様々な課題を抱える世帯は地1或
から孤立していることが多 <、 特にひきこもり者

のいる世帯は周りから気づかれに<<、 親が高齢

になってから世帯の苦しい状況が浮き彫りになる

ことも少な<ありません。親が元気なうちに世帯

の状況を誰かに話すことができていたら、日常的

に話せる人との関わりがあったら、深刻な事態に

なることは避けられるかもしれません。

まずは『ひきこもる』ということについて講座を

通して皆さんと理解を深める機会を持ちました

(講師 :遊悠楽舎 明石紀久男氏)。

今後も啓発講座として継続してい<予定です。

●

●

複合・複雑化した課題、地上或から孤立する世帯への支援体制の整備

② 地域ボランティア等高齢者を支える活動の担い手の発掘や養成
③ 介護予防 0健康づ<りの啓発

介護予防0健康づくりの啓発 鵡
「

~電

「

~~~導 ~~攣―

☆認知症サポーター養成講座開催

イ トーヨーカ ドー相模原店 渡邊委員と連携し、
同店従業員の皆様向けに認知症サポーター養成講

座を開催しました。認知症の基礎知識や心配なご

様子の高齢者への対応方法について、日々の地域

いただ<内容として

(令和 5年 6月 )!ユ 善整FI

譜灘

|を受けて運営しています。お困りごとがありまし

-5-1

)、 40507・ 811~日 、611~日 2ヘノ11、 16～31

И7~: 
′

30～ 17:OO(土 日祝祭日、年末年始は休日)

う/

し

ンターとは !?

☆ホームページでの情報発信

令和 5年 4月より東林第 2地域包括支援センター
のホームページに、相南 4丁目の れもん薬局薬剤
師である澤田委員にご協力いただき、介護予防や

健康づ<りの様皮な情報発信を始めました。
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▲ 画像はイメージです。
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日団目 [l

I特集記事「こうりんの秋み～つけた !～秋のイベント紹介～」
I連載コーナー「こうりん倶楽部」センター活動団体紹介
110月 以降のイベント紹介

メ

1奉

憲‐・

斃

,■■1■_  ‐

洟

蟷

嶋―
罐

　

〓
‘

い



熙
, ｀
")

団題蒙18歳以上

圏回瓢500円

慶目目130名 (先着順)

轟藝

a目■防ハロウインおはなし会

罷■囲11階 ふれあい交流室

屋■轟大沼ケイ (あじさい大学コーラス講座講師)

■■国 10月 5日 (土)より受付開始
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軋瘍爾より穣冬ιこまつあるイベントや講座t

ぜひ参加 して 骰蝙t§蝙鑢鼈しませんか。

曜羅参 歌 っ て秦 しむ 音 秦 の 教 科 書     
|` . : ‐
.:‐‐‐‐‐

1‐‐
11111:|||:||:|:|||:||:|:::|111

10月 22日 (火)10:00～ 11:30               驚

子どもの頃音楽の教科書にでてきた歌を、ふたたび歌ってみませんか。

呼吸法や発声法を交えながら、大きな声を出してみんなで音楽を楽しみましょう。

鍮
爾褥

鮨
鍮０ぐが

■●　　　し
スお

曜覇諭 ちょい読辞～音秦にふれる～

10月 1日 (火)～ 10月 31日 (木 )

日常に“ちょい"っ と読書を取り入れる「ちょい読み」

の展示をロビーで行っています。10月から新たにスタートする

「歌って楽しむ音楽の教科書」に合わせ、音楽がテーマの本を中心に

集めています♪ぜひお立ち寄りください。 左 :野田浩資/著『音楽家の食卓』Q肢堂新光わ
中 :石田千/著 励貝めぐり』 (乗麻酔D
右 :明石潤祐・三宅はるお/監」修

『歴史を知ればもつと楽しい1西洋音楽の教科書』(ナツメネD

10月 27日 (日 )14:00～ 14:30
ハロウィンをテーマにした、絵本などのおはなし会や、簡単にできるハロウインエ作を楽しむ

ベントを開催します。「トリックオアトリート」といったら、プレゼントもあるかも…。

医■製どなたでも

参回瓢無料

憂■目120名 (先着順)

躍■囲11階 ふれあい交流室

屋■孤東林ふれあいセンター職員

口■四当日直接会場ヘ

P′

石
117

■■ |■ |. |■ |
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子どもから大人まで、楽しめるイベントを開催しています

10月 は、「ハロウィン」をテーマにしたイベントなどを開催!!

▲

獨塚「,\ntttV*8,7-l-
10月 27日 (日 )14:30～ 16:00
手や足をつかって、絵の具で大きなハロウィンのイラストを

みんなで完成させよう!

燒鰈儡鐵 _‐ 蒙どなたでも      罷■囲11階 ふれあい交流室‐

|1幌隋餞頸
艤
参回劃無料      E■ 四 当日直接会場へ  =

警
塀
骰  1日□図1汚れてもよい服装              ・■

=||―・               _“■卜                                                                       ●■■|■■

:'C目困≫ハロウインフオトスポット  11
1  10月 16日 (水)～ 10月 31日 (木)   ●
ハロウィンをテーマにした、フォトスポットやおえかきコーナーで楽しもう♪

鶴議酵紋薫るハンギングバスケット

10月 27日 (日)9:30～ 12:00
ベランダ、庭先などで、飾り付けられる「ハンギングパスケット」で秋の彩りを楽しみましょう。

日■蒙18歳以上      国日日汚れてもよい服装     |口E四 申し込み受付中
膠回園 5,200円      躍ヨ場11階 ふれあい交流室
憂■目115名 (先着順) 屋■瓢前田恵美 (Garden&■ a主宰)
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毎週月曜日開催の「ふれあいサロン脳 トレ体操」に新しく、

「いきいき百歳体操」を同時開催します。「いきいき百歳体操」では、

筋力向上を目的として重鍾バンドを手足に巻き、負荷をかけて体操します。

優議∋ 脳 トレと百歳体操 毎週月曜日10:00～ 11:30

その他にも初心者向けに太極拳、ヨガなど…さまざまな運動講座を開催中です !

何か始めたい方や、気になるものがあれば、ぜひ参加してみてください !

健醸 極攀 菫ガ
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靡魏饉 東林ふれおいセン々―て、活動する団体紹介

躊凩屁囃隋
平成 24年度 (2012年 )「相模原市あじさい大学・民謡科」を受講し終了
した有志 20数名で翌年発足しました。以降メンバーの入退会を経て、現在は
講師を含めて 19名です。最高齢者は 90歳、平均年齢は 80を超えていますが、
至つて元気に活動しております。また当サークルは「相模原市民謡協会」に
加盟している

″
峰晴会
〃
傘下支部の 1つでもあります。

モットーは「健康と平和」で、それにプラス
〃
明るく、楽しく唄う

〃
を合言葉

に稽古に励んでいます。楽しく活動するのはもちろん、大会での入賞を目指し
て切磋琢磨しています。

鼈吻鯰颯躙
月 3回活動しており、民謡の習得と会員の親睦を目的としています。民謡とは
長年受け継がれてきた日本の伝統文化です。また文化芸術は人々を笑顔にする
力があります。私たちは民謡を通して、色々な人と一緒に笑顔になれるように
取り組んでいます。

普段の活動はメンバーで集まり、唄の稽古や発表をしています。唄は思い通
りに上達するのは難しいですが、みんなで集まつて稽古していることが楽しい
ので続いています。またメンバー平均年齢が 80歳を超えている状況を踏まえ、
「アンチエイジング」を目的とし、腹式呼吸で大声を出して唄つたり、たまの
″
飲みにケーション

″
で語らい、ス トレスを解消したりと、色々なことを実施

して、みんなが楽しく元気で長く続けられるようにという想いを込めて活動
しています。

その他にも活動の一環として「相模原市民謡協会」や「相模原市文化祭」の
民謡大会など、様々な民謡関連イベントに参加・出場し、日頃の成果を発表
しています。

現在、当サークルが所属 している「相模原市民謡協会」には相模原や町
田、大和の各市内から

〃
26″ の民謡支部が登録されていますが、コロナ禍

や他の要因もあり、会員が減少傾向です。協会として会員増加に取り組ん
でいますので、興味のある方はぜひ一度見学に来てみてください。

ヒぅりん棋業部

晰颯雉
【活動 日程】

【活動場所】

【お問い合わせ】

毎月 3回 木曜日 13:15～
東林ふれあいセンター

瑚更¬F TEL:090-6494…3361
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熙凩耗鰺鰤鱚骰膊礫

毎週 月曜 日 (第 2月曜日を除く)

鵬出トレ】  10:00～ 10:30
【百歳体操】10:30～ 11:30

毎週の脳トレ体操と百歳体操で、

定期的に運動を行いましょう。

睡理蒙50歳以上 圏置隷無料

饉国目120名 (先着順)

囲固囲動きやすい服装

緩圏囲11階 ふれあい交流室

懸雲圏画東林ふれあし

浚餃肛箋

10/29(火 )
18:00～ 18:45

夕暮れから夜へと向かうまちを一緒

にゆっくり歩いてみませんか?

懸目蒙18歳以上

鵬回劃無料

睡目目110名 (先着順)

11階 ロビーに10分前にお集まりください。|

1東林ふれあいセンター職員

濾、ね轟しヽサ爾ン

やっ贔 饒之― 耗瘍隧鶉

毎週金曜日

10:00～ 11:30

ぬり絵や折り紙、ちぎり絵など

色々なものを楽しみましょう。

徊埃影顆漑

毎月第 2・ 4金曜日
‐ 13:30～ 15:00

初めての方でも大丈夫 I

気軽に太極拳を楽しみましょう。

‐      おおむね

園園蒙65歳以上 惨囲劃各50

11目隠瓢123名 (先着順)

園日囲運動しやすい服装

11目目図2階 多目的室

1麗目轟三浦さきえ

`

=
,
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I

|

|

|
|

|
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ll園■騒どなたでも       |
1参回記無料         |
ll目■瓢120名 (先着順)     |
1蔭■囲11階 ふれあい交流室  |
1躍□轟東林ふれあいセンター職員 |・■_‐_._‐ _....____.‐‐‐‐‐_.‐・‐・・.■‐‐__‐_・‐._―_..・__・ _・■

0円

はじめてさんのための
夜のフラダンス
11/7014・ 21028、
12/5012・ 19・ 26毎 (木 )
19:00′ ′ヽ20:00

初心者のための、フラダンス講座です。

ぜひこの機会に始めてみませんか。

団■因 18歳以上 参回瓢4,8∞円

日鵬115名 (先着順)

日□□運動しやすい服装

蔭■日12階 多目的室

麗■罰松嶋彩子

リフレッシュヨガ 【12月】

12/70140 21毎 (」ヒ)
【ステップァップ】 17:45～ 18:45
【ビギナー】  19:00～ 20:00

夜の時間を充実させよう!

ヨガで楽しくリフレッシュしませんか♪

国■蒙18歳以上場回竃

睡■目120名 (先着順)

獲ヨロロ困 ヨガマット僚い方は貸出つ、運動しやすい服装

罷■図2階 多目的室

E轟固置Sawa
|‐、 _.  _   _■ _.‐ .、¨ ´..…

… …
 ・ " ・

窓 回 も しくは電 話 にて受 付      ※各講座の詳細は、東林ふれあいセンターまでお問い合わせください。

※定員に達した場合は、キャンセル待ちとなります。 ※予告なく、講座の内容変更または開催延期、中止となる場合もございます。
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管 = 導酪 1 仄カラオケ:2 3 仄婚オケ:4

曜》99ダンス:1鰈ア~卜の時間

健康太極拳

リフレッシュ
ヨガ
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瘍 脳 トレと

百歳体操

13麟欝毅っ雪:14ス
ポーツの日

:晰脳 トレと
:  百歳体操

炒薇
珀
おもちゃ喘資本
とりかえっこ

21

瘍 脳 トレと

百歳体操

‐舅了珀鸞:1'F‐ 28
薇躙》チミ|ス ;'`て

｀`

  は蜀
'月
図トレと

は勒 ハロウィン   百歳体操
飩露おはなし会

8 ♂
欝カラオケ
:9      ::lc)彦欝カラオケ

:機装量ら
つ
:● ,3ダンス

◎ヘルシー
エクササイズ

電話にてお問い合わせください。

わ くわ く 2024年 10月 号

おもちゃ・絵本 ]
とりかえっこ : 4′ヽ

■乙

機

15 16    17万 熾.テ‐~18

隋 装量
らつ
 鰊 99ダンス 蝙 ア

~卜 の時間

は聰ヘルシー鰺`・エクササイズ

19

鰺

:22不カラオケ:23   :24之カラォケ:25   :盆 6
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:醸塾
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参‐菫:0装量

らつ
:機 99ダンス:蝙ア

~卜の時間三鬱 当タ
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謀 の教本清
:012ヱ ニ′→ :    :鼈 健康太極拳
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:29不カラオケ:30   :31仄カラオケ:1_  :董
:蝙夜歩き会 :機製量

らつ :    :    :
:        :饉懸ヘルシー  :        :        :
:        :踊 軒ェクササィズ :        :        :

リフレッシュ
ヨガ

リフレッシュ
ヨガ

2024年 10月 1日 発行

講座の詳細については、ホームページまたは窓回

”
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竃薫幸亀寿アク電ス :「
小田急江ノ島線「東林間駅」から徒歩 12分

小田急小田原線「相模大野駅」から徒歩 17分

「小田急相模原駅」から徒歩 13分

,1■ 場ヽも録アク11二 碁褻拿

神奈川中央交通「旭町」バス停下車徒歩6分

ロナ 5類でも基本的な感染対策を!

相模原市立東林ふれあいセンター

:〒 252-0311相模原市南区東林間 1-22-17

:042-745-7660

:042-745-7661

:https:〃 www.torinfureaicentencom/

:午前 9時～午後 10時 (受付は午後 8時 まで)

i毎月第 2月 曜日 (月 曜が祝日の場合はその翌日 )

年末年始 (12月 29日 ～1月 3日 まで)

指定管理者 ヤオキン商事株式会社

公式ホームベージはこちら 餅 辮 辮 蝠
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